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桑　

原　

祐　

子

正
倉
院
文
書
の
休
暇
願
に
み
る
実
務
官
人
の
言
語
生
活

│
│
待
遇
改
善
要
求
草
稿
と
請
暇
解
│
│　

正
倉
院
文
書
に
残
る
「
待
遇
改
善
要
求
草
稿
」
に
、
休
暇

に
関
す
る
要
望
が
あ
る
。「
毎
月
、
一
度
に
ま
と
め
て
五
日
間

の
休
暇
を
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
要
望
で
あ
る
。
こ
の
要
望
は
、

そ
の
後
叶
え
ら
れ
て
、「
例
・
法
例
」
と
い
う
規
定
の
な
か
に

生
か
さ
れ
た
。
そ
の
こ
と
を
「
請
暇
解
（
休
暇
願
）」
の
分
析
・

検
討
か
ら
明
ら
か
に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
規
定
を
最
大
限
に

生
か
す
た
め
に
、
写
経
生
等
は
請
暇
解
に
、
様
々
な
表
現
の

工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
こ
と
を
検
討
し
た
。
さ
ら
に
、
工
夫

の
甲
斐
あ
っ
て
、
一
回
に
一
〇
日
間
の
休
暇
を
獲
得
し
た
安

宿
廣
成
の
請
暇
解
や
解
文
に
焦
点
を
当
て
、
ど
の
よ
う
に
文

書
の
定
型
を
外
し
な
が
ら
、
表
現
の
工
夫
を
し
て
い
た
の
か

と
い
う
こ
と
も
分
析
し
た
。

　

正
倉
院
文
書
は
、
い
つ
・
誰
が
・
誰
に
対
し
て
・
ど
の
よ

う
な
場
で
・
ど
の
よ
う
な
目
的
で
・
何
を
・
ど
の
よ
う
に
書

き
記
し
た
か
が
明
確
な
一
次
資
料
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
文
書

を
作
成
し
た
実
務
官
人
の
言
語
生
活
の
実
態
を
記
述
す
る
こ

と
は
、
八
世
紀
の
日
常
普
段
の
日
本
語
を
解
明
す
る
こ
と
に

資
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
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は
じ
め
に

　

正
倉
院
文
書
は
、
正
倉
院
「
正
倉
」
に
伝
来
し
た
奈
良
時
代
最
大

の
第
一
次
資
料
群
で
あ
る
。
奈
良
時
代
の
写
経
所（

１
）

が
残
し
た
書
類

（
文
書
・
帳
簿
）
を
そ
の
中
心
と
す
る
。
一
万
数
千
点
に
及
ぶ
と
い

わ
れ
る
厖
大
な
古
文
書
で
、
古
代
研
究
に
不
可
欠
の
学
術
資
料
で
あ

る
。

　

漢
字
漢
文
に
習
熟
し
て
い
た
人
々
が
様
々
な
意
図
を
持
っ
て
完
成

さ
せ
た
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』『
続
日
本
紀
』、
和
語
で
詠
ま
れ

た
歌
を
書
き
記
し
た
『
万
葉
集
』
な
ど
と
は
言
語
の
位
相
を
異
に
す

る
。
正
倉
院
文
書
は
、
八
世
紀
の
実
務
官
人
た
ち
が
役
所
で
仕
事
を

遂
行
す
る
た
め
に
書
き
記
し
た
書
類
群
な
の
で
あ
る
。
文
書
の
正

文
・
案
文
や
帳
簿
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
習
書
や
落
書
き
、
書
き
間

違
い
や
そ
の
訂
正
、
表
現
に
逡
巡
し
た
痕
跡
を
彷
彿
と
さ
せ
る
草
稿

に
い
た
る
ま
で
、
多
彩
な
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
中
に
、
写
経
所
で
の
写
経
生
等（

２
）の

勤
務
の
実
態
を
示
す
資
料

が
あ
る
。
天
平
十
一
年
（
七
三
九
）
頃
に
写
経
生
ら
に
よ
っ
て
書
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
待
遇
改
善
要
求
の
草
稿（

３
）と

、
二
四
五
通
に
及
ぶ

休
暇
願
と
欠
勤
届
の
資
料
群
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
待
遇
改
善
要
求

の
一
項
目
で
あ
る
休
暇
に
関
す
る
要
望
が
叶
え
ら
れ
た
の
か
ど
う
か

と
い
う
こ
と
を
、
休
暇
願
を
分
析
す
る
こ
と
で
明
ら
か
に
し
、
加
え

て
、
休
暇
の
許
可
を
取
り
つ
け
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
表
現
上
の

工
夫
を
し
た
の
か
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
、
待
遇
改
善
要
求
の
草
稿

　

ま
ず
、
待
遇
改
善
要
求
の
草
稿
を
示
す
。

【
資
料
１
】「
写
経
司
解
案
」
続
々
修
四
六
ノ
八
11
、
二
四
ノ
一
一
六
～
一
一
七

（
４
）

訂
正
や
習
書
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
本
文
の
訂
正
は
残
し
て
、

習
書
を
除
外
し
た
釈
文
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
但
し
訂
正
線

に
つ
い
て
は
、
訂
正
前
の
ま
ま
と
す
る
。

〈
釈
文
〉

一
切
経
写レ

司
解　

申
司
内
穏
便
事

一　

召
経
師
且
停
事

　
　

見遺

紙
四
千
張　

見
経
師
廿
人　

廿
五
箇
日
単
功
五
百

　
　

応
写
紙
四
千
張
人
別
八写
八
枚

　
　
　

右
、
紙
少
人
多
。
計
必
断
手
。
請
且
留
停
、
其

　
　
　

間
設
紙
、
来
八
月
中
旬
、
擬
惣更

招
集加

一　

欲
換
浄
衣
事

　
　
　

右
、
浄
衣
、
去
年
二
月
給
付
、
或
壊
或
垢
。
雖
洗
尚

　
　
　

臭
、
請
除
被
及
帳
以
外
悉
皆
改
換
。

一　

経
師
假
休レ

事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

請　

請
休
假假

五
日　

箇　

休
息

　
　
　

右
、
経
師
等
情
願
。
毎
月
一
度
退
以
五
日
為
休

　
　
　

実
為
无
愜
者
。
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一　

装
潢
并
校
生
食
麁
悪
事

　
　
　

右
、
比
者
以
黒
米
給
。
請
改
給
中
品
精
米
。

一　

請
経
師
等
薬
分
酒
事

　
　
　

右
、
案
机
久常

坐居

、
胸
痛
脚
痺
。
請
以
三
箇
日

  

一
度
給
酒
者
。

一　

経
師
等
毎
日
麦
給
事

　
　
　

右
、
承
前
毎
日
給
麦レ

、
就
中
断
之
。
請
依
前

　
　
　

毎
日
給
之
。

以
前
、
六
條
事
、
随
経
師
等
情
願
、
顕
注
如
前
。
請
謹

処
分
、
以
解
。

〈
訓
読
〉
訂
正
後
の
内
容
を
訓
読
す
る
。

写
経
司
解
し
、
申
す
。
司
内
穏
便
の
事

一　

経
師
を
召
す
こ
と
且し

ば
らく

停
む
る
事

　
　

遺
る
紙
四
千
張
、
見げ

ん

に
経
師
廿
人　

廿
五
箇
日
の
単
功
五
百

　
　

写
す
応
き
紙
四
千
張　

人
別ご

と

に
八
枚
写
す

　
　
　

�

右
、
紙
少
な
く
人
多
し
。
計
ふ
る
に
必
ず
手
を
断
た
む
。
請

ふ
ら
く
は
、
且
く
は
留
停
し
、
其
の
間
に
紙
を
設
け
、
来
る

八
月
中
旬
に
擬
し
て
更
に
召
し
加
え
む
こ
と
を
。

一　

浄
衣
を
換
へ
む
こ
と
を
欲
す
る
事

　
　
　

�
右
、
浄
衣
、
去
ぬ
る
年
の
二
月
に
給
付
さ
る
に
、
或
は
壊
れ

或
は
垢
つ
く
。
洗
ふ
と
雖
も
尚
臭
し
。
請
ふ
ら
く
は
、
被
及

図１　「写経司解案」続々修46ノ８11、マイクロフィルムの紙焼きから転載
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び
帳
を
除
く
以
外
は
悉
く
皆
改
め
換
へ
む
こ
と
を
。

一　

経
師
の
休
假
の
事

　
　
　

�
右
、
経
師
等
情
願
す
。
請
ふ
ら
く
は
、
毎
月
休
假
五
日
を
。

実
に
愜

こ
こ
ろ
よき

こ
と
无
き
為た

め

者 
ぞ

。

一　

装
潢
并
び
に
校
生
の
食
麁
悪
の
事

　
　
　

�

右
、
比こ

の
こ
ろ者

黒
飯
を
以
て
給
ふ
。
請
ふ
ら
く
は
、
改
め
て
中
品

の
精
食
を
給
は
む
こ
と
を
。

一　

薬
分
の
酒
を
請
ふ
事

　
　
　

�

右
、
案
机
に
常
に
居
り
て
、
胸
痛
み
脚
痺
れ
る
。
三
箇
日
を

以
て
一
度
酒
を
給
は
ら
む
こ
と
を
請
ふ
者ぞ

。

一　

毎
日
麦
給
ふ
事

　
　
　

�

右
、
承
前
毎
日
麦
給
ふ
に
、
就
中
之
を
断
つ
。
請
ふ
ら
く
は
、

前
に
依
り
て
毎
日
之
を
給
は
む
こ
と
を
。

以
前
、
六
條
の
事
、
経
師
等
の
情
願
に
随
ひ
て
、
顕
ら
か
に
注
す
こ

と
前
の
如
し
。
謹
み
て
処
分
を
請
ふ
。
以
て
解
す
。

　

右
の
待
遇
改
善
要
求
の
解
文
は
、
表
現
の
訂
正
や
削
除
、
項
目
の

順
序
の
入
れ
替
え
な
ど
が
、
生
々
し
く
残
さ
れ
て
い
る
草
稿
で
あ
る
。

こ
の
草
稿
が
、
浄
書
さ
れ
上
位
機
関
（
天
平
十
一
年
頃
の
写
経
所
は

皇
后
宮
職
の
所
管
で
あ
っ
た
の
で
、
皇
后
宮
職
で
あ
ろ
う
）
に
届
け

ら
れ
た
か
ど
う
か
は
分
か
ら
な
い
。
し
か
し
幸
い
な
こ
と
に
、
こ
の

後
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
頃
ま
で
の
約
四
十
年
間
の
写
経
生
ら
の
勤

務
の
実
態
を
示
す
資
料
が
残
っ
て
い
る
。
特
に
、
休
暇
請
求
の
解
文

「
請
暇
解
」
と
欠
勤
届
の
解
文
「
不
参
解
」
は
、
合
わ
せ
て
二
四
五

通
残
存
し
て
い
る
。
ま
た
彼
ら
の
仕
事
量
の
自
己
申
告
書
で
あ
る

「
手
実
」
も
神
護
景
雲
四
年
（
七
七
〇
）
か
ら
宝
亀
七
年
に
か
け
て

は
、
非
常
に
よ
く
残
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
を
付
き
合
わ
せ
て

分
析
し
、
第
三
項
「
経
師
の
休
假
の
事
」
の
要
求
「
毎
月
五
日
の
休

假
」
が
認
め
ら
れ
た
か
ど
う
か
を
確
か
め
る
こ
と
と
す
る
。
第
三
項

の
休
假
に
関
す
る
要
望
部
分
は
、
何
度
か
の
訂
正
が
加
え
ら
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
訂
正
の
状
況
か
ら
、
休
假
に
関
す
る
写
経
生
等
の
本

音
を
探
っ
て
み
た
い
。
訂
正
の
中
身
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

「
毎
月
一
度
退
き
て
五
日
を
以
て
休
ま
む
が
為
に
」
と
ま
ず
書
き
、

「
五
日
」
を
「
五
箇
日
」、「
休
」
を
「
休
息
」
と
し
、「
以
」
を
削

除
し
、「
毎
月
一
度
退
き
て
五
箇
日
の
休
息
」
と
い
う
段
階
が
あ
っ

た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
か
ら
「
毎
月
」
は
残
し
て
、「
一
度
退
五

箇
日
休
息
」
を
削
除
し
て
「
請
休
假
五
日
」
と
訂
正
。
次
に
「
請
」

を
削
除
し
て
、「
毎
月
」
の
前
に
書
き
直
し
て
い
る
。「
假
」
を
削
除

し
て
右
横
に
再
度
「
假
」
を
追
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
単
純
な
字

形
の
誤
り
の
訂
正
で
あ
ろ
う
。
最
終
案
は
、「
請
毎
月
休
假
五
日
」

で
あ
る
。

　

以
上
の
訂
正
の
状
況
か
ら
、「
毎
月
、
一
度
に
ま
と
め
て
五
日
間

の
休
暇
を
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
の
が
、
写
経
生
等
の
本
音
で
あ
っ

た
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
、
要
望
書
の
最
終
案
で
は
「
一
度
に
ま
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と
め
て
」
と
い
う
条
件
を
削
っ
て
「
毎
月
五
日
間
の
休
暇
」
を
要
望

し
た
の
で
あ
る
。
あ
ま
り
細
か
な
条
件
を
記
載
し
て
却
下
さ
れ
る
こ

と
を
懸
念
し
た
の
か
、
写
経
所
は
宿
泊
勤
務
形
態
だ
か
ら
、「
五
日

働
い
て
一
日
休
暇
」
と
い
う
六
假
の
パ
タ
ー
ン（

５
）は

運
用
で
き
な
い
か

ら
、「
ま
と
め
て
五
日
間
の
休
暇
」
と
な
る
の
は
当
然
の
こ
と
と
考

え
て
「
一
度
に
ま
と
め
て
」
と
い
う
条
件
を
削
っ
た
の
か
、
即
断
は

で
き
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
六
條
の
要
望
の
中
で
最
も
訂
正
が

多
く
、
表
現
に
苦
心
し
た
逡
巡
の
跡
が
見
て
取
れ
よ
う
。

　

「
実
為
无
愜
者
（
実
に
心
よ
き
こ
と
は
な
い
の
だ
）」
も
最
初
は
、

休
假
の
項
目
に
入
れ
て
い
た
が
、
訂
正
段
階
で
薬
分
の
酒
を
要
求
す

る
項
目
に
移
動
し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
彼
ら
の
逡
巡
の
跡
が
見
ら
れ

る
。
写
し
間
違
え
な
い
よ
う
に
緊
張
を
強
い
ら
れ（

６
）、

一
ヵ
月
間
休
み

な
く
写
経
に
従
事
す
る
生
活
は
「
実
に
心
よ
き
こ
と
は
な
い
の
だ
」、

せ
め
て
、
毎
月
一
回
五
日
間
の
休
み
を
も
ら
っ
て
自
宅
に
帰
り
た
い
。

終
日
座
っ
て
緊
張
の
中
で
写
経
を
し
、
胸
も
痛
く
な
り
脚
も
痺
れ
る
。

そ
れ
を
癒
や
す
た
め
の
薬
分
と
し
て
の
酒
を
、
せ
め
て
三
日
に
一
度

は
支
給
し
て
ほ
し
い
、「
実
に
心
よ
き
こ
と
は
な
い
の
だ
」
か
ら
。

ど
ち
ら
の
項
目
に
入
れ
る
に
し
て
も
、
月
に
一
度
の
休
暇
や
薬
分
の

酒
の
支
給
は
彼
ら
の
切
望
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。「
情
願
」
と
い
う

言
葉
が
そ
の
こ
と
を
よ
く
示
し
て
い
る
。

　

で
は
、「
毎
月
、
一
度
に
ま
と
め
て
五
日
間
の
休
暇
を
取
得
す
る

権
利
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
請
暇
解
を
分
析
検
討
し
て
み

る
。

二
、
請
暇
解
の
検
討

　

請
暇
解
に
は
、
請
求
す
る
日
数
・
休
暇
の
理
由
な
ど
を
記
述
す
る

の
が
原
則
で
あ
る
。
請
暇
解
と
認
定
で
き
る
も
の
は
、
請
暇
解
・
不

参
解
二
四
五
通
の
う
ち
の
二
〇
三
通
、
休
暇
理
由
が
明
記
さ
れ
て
い

る
の
は
一
七
五
通
で
あ
る
。
休
暇
に
は
、
突
発
的
な
理
由
に
よ
る
休

暇
と
規
定
に
よ
る
休
暇
と
が
あ
る
。
突
発
的
な
理
由
と
は
、
本
人
の

病
気
・
家
族
の
病
気
や
死
亡
・
盗
品
の
探
索
な
ど
で
あ
る
。
こ
れ
以

外
に
も
、
法
事
や
私
祭
祀
、
奉
計
帳
や
奉
田
租
な
ど
の
理
由
も
見
え

る
。
規
定
に
よ
る
休
暇
と
は
、
仕
事
の
切
れ
目
で
取
得
で
き
る
休
暇

で
あ
る
。
次
に
そ
の
根
拠
を
示
す
。

【
資
料
２
】「
天
平
宝
字
四
年
一
〇
月
二
四
日
廣
田
連
清
足
請
暇
解
」
続
々
修
二
ノ

六
裏
７
、
一
四
ノ
四
四
七
～
四
四
八
、
577
上（

７
）

廣
田
連
清
足
謹
解　

申
請
二

暇
日
一

事

　

�

右
、
従
二

今
月
廿
三
日
夕
一、
足
瘇
、
不
レ

便
二

歩
行
一。
望
下

請
二

十
箇

日
暇
一

療
治
上。
仍
具
二

事
状
一、
謹
解
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
宝
字
四
年
十
月
廿
四
日

「�
経

（
異
筆
１
）師

廣
田
清
足
帙
了
、
今
月
十
五
日
依
レ

例
休
。
去
以
二

十
九
日
一

可
レ

到
過
レ

限
不
レ

到
。
今
申
‒二
送
病
状
一。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

廿
四
日
史
生
下
道
福
麻
呂

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

造
東
大
寺
司
主
典
安
都
宿
祢
参
行
幸
所
」
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「
以

（
異
筆
２
）十

一
月
十
九
日
参
」

　

右
の
請
暇
解
は
、
一
〇
月
二
三
日
か
ら
足
が
腫
れ
て
歩
け
な
い
の

で
一
〇
日
間
の
休
暇
を
も
ら
っ
て
治
療
し
た
い
、
と
い
う
内
容
で
あ

る
。
注
目
す
べ
き
は
、
受
取
側
の
写
経
所
が
こ
の
請
暇
解
を
受
け

取
っ
た
時
に
追
記
し
た
（
異
筆
１
）
の
内
容
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、

「
経
師
の
廣
田
清
足
は
一
帙
写
し
終
わ
り
、
今
月
一
五
日
に
例
に

よ
っ
て
休
假
を
取
っ
て
い
た
。
一
九
日
に
は
出
仕
す
べ
き
な
の
に
、

期
限
を
過
ぎ
て
も
出
仕
し
て
い
な
か
っ
た
が
、
今
（
二
四
日
）
に

な
っ
て
病
状
を
申
し
送
っ
て
き
た
」
と
、
一
〇
月
一
五
日
に
一
帙
を

写
し
終
わ
り
「
例
」
に
よ
っ
て
休
暇
を
取
得
し
て
か
ら
、
二
四
日
の

休
暇
願
を
出
す
に
至
っ
た
経
緯
を
説
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
、

帙
了
（
一
帙
写
し
終
わ
る
こ
と
）
で
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
「
例

＝
規
定
」
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
一
帙
写
し
終

え
た
と
い
う
仕
事
の
切
れ
目
に
、
休
暇
を
取
得
す
る
こ
と
は
「
例
」

に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
一
帙
写
す
の
に
ど
の
程
度
の
日
数
を
要
す
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
一
帙
は
経
巻
一
〇
巻
分
で
あ
る
。
経
巻
一
巻
は
約
二
〇
張
。

経
師
が
一
日
に
写
す
張
数
は
約
七
張（

８
）で

あ
る
か
ら
、
一
帙
写
す
の
に

約
三
〇
日
つ
ま
り
、
一
月
要
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

一
帙
写
し
終
え
る
毎
に
休
暇
を
取
得
で
き
る
と
い
う
「
例
」
は
、
毎

月
一
回
ま
と
め
て
休
暇
が
取
得
で
き
る
と
い
う
規
定
な
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
こ
と
は
、
経
師
に
周
知
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
【
資
料

３
】
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。

【
資
料
３
】「
宝
亀
三
年
三
月
二
五
日
古
兄
人
請
暇
解
」
続
修
二
〇
16
、
六
ノ
二
九
〇
、

602
上

古
兄
人
謹　

申
請
假
日
事

合
三
箇
日

　

右
、
依
二

法
例
一、
請
二

假
日
一

如
レ

件
、
仍
録
レ

状
、
謹
解
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
三
年
三
月
廿
五
日

　

古
兄
人
の
休
暇
請
求
の
理
由
は
「
法
例
」
で
あ
る
。「
法
例
」
は

前
の
「
例
」
と
同
じ
で
、
帙
了
の
仕
事
の
切
れ
目
で
請
求
す
る
休
暇

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
帙
了
を
理
由
と
し
た
請
暇
解
の
大
半
は
、

「
依
一

帙
畢
二、
請
レ

暇
如
レ

件
」
と
書
い
て
い
る
。
古
兄
人
は
、
三
月

一
八
日
の
帙
了
の
手
実
（
一
九
ノ
二
七
六
）
提
出
に
よ
っ
て
、
帙
了

で
あ
る
こ
と
は
確
認
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
願
文
の
書
写
（
一
九
ノ

五
六
七
）
を
行
っ
て
い
た
た
め
す
ぐ
に
は
休
暇
請
求
を
せ
ず
、
二
五

日
に
一
八
日
の
帙
了
分
の
休
暇
請
求
を
し
た
。
そ
こ
で
、「
依
帙
了
」

と
せ
ず
「
法
例
」
と
表
現
し
た
の
で
あ
る
。
帙
了
に
よ
る
休
暇
は

「
法
例
・
例
」
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
経
師
等
は
よ
く
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
帙
了
に
よ
る
休
暇
日
数
の
実
態
が
わ
か
れ
ば
、「
毎
月
一
度

ま
と
め
て
五
日
の
休
暇
を
取
得
す
る
権
利
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
た

の
か
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
で
き
る
の
で
あ
る
。
帙
了
（
畢
）
を

理
由
に
休
暇
請
求
を
し
た
請
暇
解
は
、
五
三
通
で
あ
る
。
こ
の
五
三
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通
の
請
求
日
数
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

　

五
日
の
請
求
…
…
一
六
例　
　

三
日
の
請
求
…
…
一
五
例　
　

　

四
日
の
請
求
…
…
一
一
例　
　

二
日
の
請
求
…
…
七
例　
　
　

　

一
〇
日
・
七
日
の
請
求
…
…
各
一
例

　

記
載
無
し
…
…
一
例　
　
　

不
明
…
…
一
例

帙
了
に
よ
る
平
均
的
な
請
求
日
数
は
三
日
～
五
日
と
考
え
て
よ
い
。

さ
ら
に
、
許
可
す
る
写
経
所
側
の
休
暇
日
数
に
関
す
る
書
き
入
れ
や

訂
正
追
記
が
、
許
容
さ
れ
る
休
暇
日
数
の
決
め
手
に
も
な
る
。

【
資
料
４
】「
宝
亀
二
年
四
月
六
日
足
奈
公
万
呂
請
暇
解
」
続
々
修
三
九
ノ
二
裏
96
、

一
七
ノ
五
七
四
、
597
上

足
奈
公
万
呂
謹
解　

申
請
二

暇
日
一

事

　

合
柒五

箇
日

　

右
、
依
二

帙
畢
一、
暇
請
。
謹
以
申
。

　
　
　
　
　
　
　

四
月
六
日

「
法

（
異
筆
）師

奉
栄
」

　

足
奈
公
万
呂
の
帙
畢
（
了
）
に
よ
る
休
暇
請
求
日
数
は
最
初
は
七

箇
日
で
あ
っ
た
が
、
五
箇
日
に
訂
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
訂
正
は
、

誰
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

請
暇
解
の
日
数
の
訂
正
に
は
三
つ
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
る
。
一
度
書

い
た
数
字
の
上
か
ら
「
重
書
」
を
す
る
訂
正
（
図
２
）、「
擦
消
」
に

よ
る
訂
正
（
図
３
）、
数
字
の
右
横
に
書
く
訂
正
で
あ
る
（
図
４
）。

「
重
書
」
と
「
擦
消
」
の
場
合
は
最
初
の
数
字
は
失
わ
れ
る
が
、
右

横
に
訂
正
を
し
た
場
合
、
ど
ち
ら
の
数
字
も
生
き
て
い
る
。【
資
料

４
】
の
場
合
、「
柒
箇
日
」
は
足
奈
公
万
呂
本
人
が
希
望
す
る
日
数

で
あ
る
。「
五
」
は
許
可
さ
れ
た
日
数
で
あ
る
。
休
暇
と
し
て
機
能

し
た
数
字
は
「
五
」
で
あ
る
が
、
許
可
す
る
写
経
所
側
は
「
柒
」
を

完
全
に
抹
消
せ
ず
に
記
録
と
し
て
残
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り

「
重
書
」「
擦
消
」
は
提
出
前
の
本
人
の
訂
正
で
、
右
横
訂
正
は
許

可
す
る
写
経
所
が
、
提
出
後
に
請
求
日
数
を
減
じ
る
た
め
に
行
っ
た

訂
正（

９
）で

あ
る
。

図２　�続修2015「三」に
「二」を重書。「集
成」五の解説によ
る。（10）

図３　�続修20 ８「参」は
「肆」を擦消書直。
「集成」五の解説
による。
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足
奈
公
万
呂
が
帙
畢
で
七
箇
日
の
休
暇
を
請
求
し
た
の
に
対
し
て
、

許
可
さ
れ
た
の
は
五
箇
日
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
例
か
ら
、
帙
畢
（
了
）

に
よ
る
休
暇
日
数
は
五
箇
日
ま
で
が
許
容
の
範
囲
で
あ
っ
た
可
能
性

が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。

【
資
料
５
】「
神
護
景
雲
四
年
八
月
四
日
丸
部
豊
成
請
暇
解
」
続
々
修
三
九
ノ
一
裏

51
、
一
七
ノ
五
六
五
、
582
下

丸
部
豊
成
解　

申
請
暇
日
事　

「
合

（
異
筆
）五

箇
日（

（1
（

」

　

右
、
帙
了
、
請
暇
如
件
。
以
解
。

　
　
　
　
　

景
雲
四
年
七
月
四
日（

（1
（

「（
異
筆
）判

許
別
當
法
師
奉
栄
」

　

丸
部
豊
成
は
、
帙
了
を
理
由
に
休
暇
を
請
求
し
た
の
で
あ
る
が
、

請
求
日
数
を
書
い
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
許
可
す
る
立
場
の
奉
栄
が

追
記
し
て
「
合
五
箇
日
」
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
事
例
か
ら
も
、

「
法
例
・
例
」
で
あ
っ
た
帙
了
の
休
暇
の
許
容
範
囲
は
五
箇
日
で

あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
よ
う
。

　

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、「
毎
月
、
一
度
に
ま
と
め
て
五
日
間
の

休
暇
を
も
ら
い
た
い
」
と
い
う
要
望
は
、
叶
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
を

確
か
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

　

前
に
、
帙
了
を
理
由
と
し
た
請
暇
解
五
三
通
の
う
ち
、
二
通
に
つ

い
て
は
五
箇
日
以
上
の
七
箇
日
と
一
〇
箇
日
の
請
求
を
し
て
い
る
こ

と
を
示
し
た
。
七
箇
日
を
請
求
し
た
足
奈
公
万
呂
に
つ
い
て
は
、

【
資
料
４
】
で
検
討
し
、
五
箇
日
に
減
ぜ
ら
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
。
で
は
、
一
〇
箇
日
の
請
求
を
し
た
請
暇
解
は
、
ど
う
処
理
さ

れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

三
、
規
定
の
日
数
を
超
え
る
請
求
を
す
る
時
の
工
夫

　

一
〇
箇
日
の
請
求
も
五
箇
日
に
減
じ
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

【
資
料
６
】「
宝
亀
二
年
二
月
一
四
日
安
宿
廣
成
請
暇
解
」
続
々
修
三
九
ノ
二
裏
９
、

一
七
ノ
六
〇
二
、
590
上

安
宿
廣
成
解　

申
請
二

帙
了
暇
一

事

　

合
十
箇
日

　

右
、
為
二

私
齋
食
一、
請
二

暇
日
一

如
レ

件
。
以
申
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
二
月
十
四
日

　

右
の
安
宿
廣
成
の
休
暇
の
理
由
は
二
つ
で
あ
る
。
事
書
に
示
さ
れ

図４　�続々修39ノ２裏10、「五」
と「判許法師奉栄」は朱書。
「五」は奉栄の筆による訂
正。【資料７】参照。
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た
「
帙
了
暇
」
と
本
文
に
示
さ
れ
た
「
為
私
齋
食
」
で
あ
る
。
事
書

に
理
由
を
書
く
の
は
珍
し
い
。
請
暇
解
・
不
参
解
二
四
五
通
の
う
ち

【
資
料
６
】
を
含
め
て
、
わ
ず
か
四
例（

（1
（

で
あ
る
。
本
請
暇
解
以
外
の

三
例
は
、「
申
依
レ

病
不
二

参
向
一

事
」「
申
請
三

依
レ

病
不
二

参
向
一

状
事
」

「
申
請
依
レ

病
暇
事
」
と
あ
り
、
事
書
で
示
し
た
理
由
（
病
）
が
本

文
で
詳
し
く
説
明
さ
れ
て
お
り
、
事
書
と
本
文
の
内
容
は
連
続
し
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
休
暇
の
理
由
は
一
つ
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

【
資
料
６
】
の
安
宿
廣
成
は
、
事
書
と
本
文
を
切
り
離
し
て
、
そ
れ

ぞ
れ
に
別
の
理
由
を
明
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
決
し
て
定
型
の
書

き
方
と
は
い
え
な
い
が
、
事
書
に
休
暇
理
由
を
書
く
人
が
い
な
い
わ

け
で
も
な
い
。
定
型
か
ら
微
妙
な
外
し
方
を
し
た
が
、
結
果
と
し
て

一
〇
箇
日
の
休
暇
が
認
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

お
そ
ら
く
安
宿
廣
成
は
「
帙
了
に
よ
る
休
暇
で
五
箇
日
、
私
齋
食

で
五
箇
日
、
合
わ
せ
て
一
〇
箇
日
は
可
能
」
と
認
識
し
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
私
的
な
齋
食
を
理
由
に
し
て
休
暇
を
請
求
す
る
請
暇
解
は

一
〇
通（

（1
（

あ
る
が
、
そ
の
内
訳
は
三
箇
日
が
五
例
、
五
箇
日
が
二
例
、

四
箇
日
・
七
箇
日
・
十
四
箇
日
が
各
々
一
例
で
あ
る
。
平
均
す
れ
ば

五
箇
日
で
あ
る
か
ら
、
私
齋
食
で
五
箇
日
の
休
暇
を
請
求
す
る
こ
と

は
、
必
ず
し
も
多
い
日
数
と
は
言
え
ず
、
妥
当
な
日
数
で
あ
る
。

　

注
目
す
べ
き
点
は
、
定
型
を
外
し
た
書
き
方
を
し
た
と
い
う
点
と
、

規
定
に
よ
る
帙
了
暇
の
五
日
間
の
休
暇
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う

こ
と
を
う
ま
く
利
用
し
た
点
で
あ
る
。
事
書
と
本
文
に
分
け
て
別
の

休
暇
理
由
を
書
く
と
い
う
工
夫
を
し
て
、
一
〇
日
間
の
休
暇
獲
得
に

成
功
し
た
の
で
あ
る
。
理
由
を
明
記
し
て
い
る
請
暇
解
一
七
五
通
の

う
ち
、
こ
の
書
き
方
を
し
て
い
る
の
は
安
宿
廣
成
だ
け
で
あ
る
。

　

安
宿
廣
成
と
同
じ
よ
う
に
、
規
定
に
よ
る
帙
了
暇
の
五
日
間
の
休

暇
が
保
証
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
利
用
し
て
、
一
〇
日
間
の
休

暇
を
獲
得
し
よ
う
と
し
た
人
物
が
も
う
一
人
い
る
。
安
宿
廣
成
が
一

〇
日
の
休
暇
の
獲
得
に
成
功
し
た
六
日
後
に
請
暇
解
を
提
出
し
た
坂

本
東
人
で
あ
る
。

【
資
料
７
】「
宝
亀
二
年
二
月
二
〇
日
坂
本
東
人
請
暇
解
」
続
々
修
三
九
ノ
二
裏
10
、

一
七
ノ
六
〇
二
、
590
下
、�

（
図
４
参
照
）

謹
解　

申
請
二

暇
日
一

事

合朱
「

十五
」

箇
日　
　
　
　
　
　

「（
擦
消
）並

病
故
随
給
療
治
」

　

右
、
為
二

足
病
療
治
一、
所
レ

請
二

暇
日
一

如
レ

常
。
仍
注
レ

状
、
以
解
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
二
月
廿
日
坂
本
東
人

「（
朱
　
異
筆
）

判
許
法
師
奉
栄
」

　

【
資
料
７
】
の
坂
本
東
人
の
休
暇
請
求
の
理
由
は
足
病
の
治
療
で

あ
っ
て
、
帙
了
の
こ
と
は
明
記
し
て
い
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
文
末
に

「
如
常
（
い
つ
も
通
り
で
す
）」
と
い
う
文
脈
に
合
わ
な
い
表
現
が

あ
る
。
何
が
い
つ
も
通
り
な
の
か
。
足
病
を
治
療
す
る
こ
と
は
「
如

常
」
の
こ
と
で
は
な
い
。
彼
等
の
休
暇
に
関
し
て
「
如
常
」
は
、
帙

了
に
よ
る
休
暇
で
あ
ろ
う
。
実
際
に
、
請
暇
解
を
提
出
し
た
時
点
の

仕
事
の
状
況
を
調
べ
て
み
る
と
、
宝
亀
二
年
二
月
十
八
日
に
帙
了
の
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手
実
を
提
出
し
て
い
る
（
一
八
ノ
五
七
）。
坂
本
東
人
は
、
十
八
日

が
帙
了
だ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に
よ
る
当
然
の
権
利
と
し
て
五
箇
日
の

休
暇
を
想
定
し
、
こ
れ
に
足
病
治
療
の
為
の
五
箇
日
を
加
え
て
、
合

計
一
〇
箇
日
の
休
暇
を
請
求
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。
帙
了
の
休
暇
は
、

毎
月
保
証
さ
れ
た
休
暇
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
常
の
こ
と
と
し
て
、

「
如
常
」
と
表
現
を
工
夫
し
て
み
た
の
だ
が
、
こ
れ
は
功
を
奏
す
こ

と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
文
書
の
文
面
に
「
帙
了
暇
」
で
あ
る
こ

と
が
明
記
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
か
、
五
日
に
減
じ
ら
れ
た
。

　

「
如
常
」
と
い
う
結
び
方
は
、
請
暇
解
・
不
参
解
で
は
坂
本
東
人

の
請
暇
解
だ
け
に
見
え
る
表
現
で
あ
る
。
請
暇
解
・
不
参
解
以
外
の

文
書
に
お
い
て
も
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
多
く
の
解
文
等
の
結
び

は
、「
如
件
」「
如
前
」
な
ど
で
あ
る
。
個
人
と
個
人
と
の
間
で
や
り

と
り
さ
れ
る
「
啓
」
等
に
は
「
蒙
恩
光
送
日
如
常
（
恩
光
を
蒙
ふ
り

て
日
を
送
る
こ
と
常
の
如
し
）」（「
僧
正
美
状
」
五
ノ
三
二
八
）
の

よ
う
に
表
現
さ
れ
る
が
、
解
文
な
ど
の
文
書
で
は
常
套
表
現
で
は
な

い
。
そ
う
い
う
表
現
を
用
い
た
と
こ
ろ
は
、
文
書
の
定
型
を
外
し
た

表
現
上
の
工
夫
と
い
え
る
が
、
成
功
例
で
は
な
か
っ
た
。

　

「
合
十
箇
日
」
の
下
部
の
擦
消
「
並
病
故
随
給
療
治
」
は
、
い
つ

擦
り
消
さ
れ
た
の
か
決
め
手
は
な
い
が
、
坂
本
東
人
が
書
い
て
、
本

人
が
擦
り
消
し
た
も
の
と
考
え
た
い
。
こ
の
内
容
は
「（
一
〇
箇
日
）

す
べ
て
、
病
な
の
で
頂
い
た
だ
け
治
療
に
費
や
し
ま
す
」
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
。
一
〇
日
請
求
し
た
そ
の
休
暇
の
使
い
道
を
書
い
た
も

の
の
、
こ
の
内
容
で
あ
れ
ば
足
病
の
治
療
の
為
に
一
〇
箇
日
の
休
暇

を
請
求
し
た
こ
と
に
な
り
、「
如
常
（
帙
了
の
休
暇
）」
の
内
容
が
生

き
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
、
い
っ
た
ん
書
い
て
は
み
た
が
、
思
い
直
し

て
擦
り
消
し
た
。
一
〇
日
の
休
暇
を
得
る
た
め
に
、
あ
れ
こ
れ
と
苦

心
し
た
跡
で
あ
ろ
う
。

　

安
宿
廣
成
の
一
〇
箇
日
の
休
暇
獲
得
を
、
坂
本
東
人
は
知
っ
て
い

た
の
か
、
知
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
が
、
想
像
を
た
く
ま
し
く
す
れ
ば
、
写
経
所
で
寝
食
を
と
も
に
し

て
い
る
の
だ
か
ら
、
書
き
方
次
第
で
「
帙
了
で
五
箇
日
、
そ
の
他
の

理
由
で
五
箇
日
、
合
わ
せ
て
一
〇
箇
日
ま
で
の
休
暇
は
可
能
」
と
い

う
共
通
認
識
は
持
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

四
、
安
宿
廣
成
の
そ
の
後
の
請
暇
解

　

さ
て
、
事
書
と
本
文
に
分
け
て
二
つ
の
休
暇
理
由
を
書
く
工
夫
を

し
て
、
二
月
一
四
日
に
一
〇
日
間
の
休
暇
獲
得
に
成
功
し
た
安
宿
廣

成
の
そ
の
後
の
請
暇
解
の
表
現
を
見
て
み
よ
う
。
二
ヶ
月
後
の
四
月

一
五
日
に
氏
神
の
祭
祀
の
た
め
に
三
日
間
の
休
假
を
申
請
し
た
。
次

に
示
す
通
り
で
あ
る
。

【
資
料
８
】「
宝
亀
二
年
四
月
一
五
日
安
宿
廣
成
請
暇
解
」
続
修
二
〇
11
、
六
ノ
一

七
一
、
597
上

安
宿
廣
成
解　

申
請
レ

暇
事

合
三
箇
日
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右
、
為
二

私
神
祭
祀
一、
請
レ

暇
如
レ

件
。
以
申
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
四
月
十
五
日

　

三
日
間
の
休
暇
を
終
え
、
一
九
日
に
は
出
仕
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
と
こ
ろ
が
、
二
五
日
に
至
っ
て
、
休
暇
中
の
一
七
日
か
ら
病
に

臥
せ
っ
て
い
て
回
復
し
な
い
こ
と
を
理
由
に
五
日
の
休
假
を
請
求
し

た
の
で
あ
る
。

【
資
料
９
】「
宝
亀
二
年
四
月
二
五
日
安
宿
廣
成
請
暇
解
」
続
々
修
三
九
ノ
三
裏
13
、

一
八
ノ
四
六
七
、
未
収

安
宿
廣
成
謹
解　

申
請
レ

暇
事

　

合
五
箇
日

　

�　

�

右
、
自
二

今
月
十
七
日
一

臥
レ

病
、
至
二

于
今
日
一

未
レ

療
。
仍
請
レ

暇
以
申
如
レ

件
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
四
月
廿
五
日

「（
異
筆
）更

許
法
師
奉
栄
」

　

休
暇
中
に
問
題
が
生
じ
て
、
出
仕
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
、
提
出

す
べ
き
解
文
は
「
不
参
解
」
で
あ
り（

（1
（

、
提
出
す
べ
き
日
は
休
暇
の
期

日
で
あ
る
（
こ
こ
で
は
一
九
日
）。
と
こ
ろ
が
、
事
書
を
「
請
暇
事
」

と
し
、
二
五
日
か
ら
新
た
に
五
日
間
の
休
暇
を
獲
得
し
た
の
で
あ
る
。

許
可
を
示
す
追
記
の
「
更
判
許
」
の
「
更
」
か
ら
も
一
五
日
か
ら
連

続
し
て
休
暇
を
取
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
結
局
、
安
宿
廣
成
は
、

四
月
一
五
日
か
ら
四
月
末
ま
で
写
経
の
仕
事
は
し
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
で
は
、
五
月
一
日
か
ら
写
経
の
仕
事
に
復
帰
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。

　

五
月
の
安
宿
廣
成
の
手
実
が
見
当
た
ら
な
い
。「
手
実
帳
」
の
欠

損
の
可
能
性
も
な
い
。
五
月
は
欠
勤
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。
実

は
、
五
月
の
欠
勤
を
示
す
本
人
の
解
文
が
残
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

【
資
料
10
】「
経
師
安
宿
廣
成
進
物
解
」
続
々
修
四
〇
ノ
三
裏
16
、
一
八
ノ
五
四
八

安
宿
廣
成
謹
解　

申
進
‒二
上
装
速
（
束
）
一

事

合
貳
種
綿
被
一
領

布
帳
一
領

右
、
依
三

廣
成
正
身
為
二

赤
痢
病
一、
不
レ

得
二

参
向
一、
仍
注
レ

状
、
謹
以

解
。

　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
五
月
廿
八
日

　

赤
痢
の
た
め
に
写
経
所
に
参
向
で
き
な
い
の
で
装
束
（
支
給
さ
れ

た
浄
衣（

（1
（

の
一
部
）
を
進
上
す
る
解
で
あ
る
が
、
長
期
欠
勤
だ
っ
た
の

で
、
浄
衣
の
返
上
が
求
め
ら
れ
て
返
上
し
た
と
い
う
状
況
な
の
で
あ

る（
（1
（

。
五
月
の
手
実
が
な
い
こ
と
、【
資
料
10
】
の
浄
衣
返
上
の
解
文

か
ら
、
長
期
欠
勤
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
結
局
、【
資

料
８
】
の
四
月
一
五
日
の
氏
神
の
祭
祀
の
た
め
の
休
暇
か
ら
五
月
末

頃
ま
で
、
写
経
所
に
は
出
仕
し
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

【
資
料
９
】
と
【
資
料
10
】
の
事
書
の
表
現
に
も
、
安
宿
廣
成
の

個
性
が
見
え
る
。「
不
参
事
」
と
書
く
べ
き
時
に
、「
請
暇
事
」
と
書

い
て
、
あ
た
か
も
新
た
な
請
暇
解
の
よ
う
に
見
せ
て
い
る
。
浄
衣
を

返
上
す
る
の
に
「
進
上
」
と
表
現
し
、「
浄
衣
」
と
せ
ず
に
「
装
束
」

と
表
現
す
る
な
ど
、
事
書
だ
け
で
は
、
長
期
欠
勤
で
浄
衣
の
返
上
を
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求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
断
で
き
な
い
よ
う
な
書
き
っ
ぷ
り
な
の

で
あ
る
。

　

【
資
料
６
・
８
・
９
・
10
】
を
通
し
て
、
安
宿
廣
成
は
、
事
書
に

工
夫
を
凝
ら
す
人
物
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

事
書
は
、
本
文
の
内
容
を
要
約
し
て
、
読
み
手
に
最
初
に
内
容
を
認

知
さ
せ
る
重
要
な
部
分
で
あ
る
。
読
み
手
の
印
象
に
残
り
、
文
書
の

主
旨
を
示
す
重
要
な
部
分
に
表
現
の
工
夫
を
凝
ら
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
効
果
的
な
工
夫
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

 

安
宿
廣
成
は
、
河
内
国
安
宿
郡
の
人
で
、
天
平
神
護
元
年
（
七

六
五
）
式
部
省
位
子
无
位
、
百
済
飛
鳥
戸
伎
弥
廣
成
と
も
表
記
さ
れ
、

こ
の
と
き
三
三
歳
で
あ
る
（
一
七
ノ
五
）。
前
の
請
暇
解
等
を
書
い

た
の
は
、
三
九
歳
の
時
で
あ
る
。

ま
と
め

　

写
経
所
で
写
経
に
従
事
し
て
い
た
写
経
生
等
は
、
文
字
を
書
く
こ

と
を
仕
事
と
す
る
実
務
官
人
か
、
も
し
く
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
人
た

ち
で
あ
る
。
彼
ら
が
表
現
に
工
夫
を
凝
ら
し
苦
心
し
な
が
ら
、
ど
の

よ
う
に
し
て
自
分
た
ち
の
要
望
を
か
な
え
て
い
く
の
か
、
と
い
う
言

語
生
活
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
こ

と
は
、
実
務
官
人
た
ち
が
実
務
の
現
場
で
や
り
と
り
し
て
い
た
日
常

普
段
の
日
本
語
の
世
界
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
。

　

上
代
の
代
表
的
な
言
語
資
料
で
あ
る
『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』

『
続
日
本
紀
』
等
の
編
纂
物
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
編
纂
意
図
に
即
し

た
、
洗
練
さ
れ
た
表
現
が
あ
る
。
上
代
の
和
語
を
知
る
た
め
の
『
万

葉
集
』
に
は
華
麗
に
装
飾
さ
れ
た
技
巧
的
で
多
彩
な
表
現
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
言
語
資
料
と
は
位
相
を
異
に
す
る
日
常
普
段
の
日
本
語
の

世
界
が
、
正
倉
院
文
書
の
表
現
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
。

　

い
つ
・
誰
が
・
誰
に
対
し
て
・
ど
の
よ
う
な
場
で
・
ど
の
よ
う
な

目
的
で
・
何
を
・
ど
の
よ
う
に
書
き
記
し
た
か
と
い
う
こ
と
が
明
確

で
あ
る
の
が
、
正
倉
院
文
書
の
特
色
で
あ
り
魅
力
で
あ
る
。
訂
正
の

痕
跡
も
生
々
し
く
残
っ
て
い
る
生
資
料
だ
か
ら
、
表
現
の
向
こ
う
側

に
い
る
人
間
の
姿
も
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
こ
れ
ら
の
特
色
を
最

大
限
に
生
か
し
て
、
一
人
一
人
の
実
務
官
人
た
ち
に
焦
点
を
当
て
彼

ら
の
言
語
生
活
を
具
体
的
に
記
述
す
る
こ
と
で
、
上
代
に
お
け
る
日

常
普
段
の
日
本
語
の
世
界
の
一
端
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。

注（
1
）　

奈
良
時
代
の
写
経
所
の
変
遷
は
、
栄
原
永
遠
男
氏
に
よ
っ
て
簡
潔
に

ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。「
写
経
所
の
歴
史
は
大
き
く
三
つ
の
段
階
に
分

か
れ
る
。
第
一
段
階
は
藤
原
光
明
子
家0

の
家
政
機
関
の
一
部
で
あ
っ
た

時
期
、
第
二
段
階
は
、「
皇
后
宮
職
」
の
下
部
組
織
で
あ
っ
た
時
期
、

第
三
段
階
が
、「
造
東
大
寺
司
」
と
そ
の
前
身
組
織
の
下
部
機
関
で

あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。」（『
正
倉
院
文
書
入
門
』
角
川
文
芸
出
版
、
二

〇
一
一
年
）
八
一
～
八
二
頁
。
さ
ら
に
詳
し
く
細
か
な
変
遷
に
つ
い
て

は
、
栄
原
永
遠
男
氏
「
初
期
写
経
所
に
関
す
る
二
三
の
問
題
」（『
奈
良

時
代
の
写
経
と
内
裏
』
所
収
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
、
初
出
一
九
八
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四
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
こ
れ
ら
の
写
経
所
の
資
料
は
、
神
亀
四
年

（
七
二
七
）
～
宝
亀
七
年
（
七
七
六
）
に
わ
た
っ
て
正
倉
院
文
書
と
し

て
残
存
し
て
い
る
。

（
2
）　

写
経
所
で
は
、
写
経
の
作
業
に
携
わ
る
者
、
事
務
に
携
わ
る
者
、
雑

用
に
携
わ
る
者
な
ど
が
働
い
て
い
た
。
そ
の
中
で
、
写
経
を
実
際
に
行

う
の
が
、「
経
師
」「
校
生
」「
装
潢
」
等
で
あ
る
。
ま
ず
「
装
潢
」
が
、

バ
ラ
バ
ラ
の
紙
を
継
ぎ
、
打
ち
、
界
線
を
引
き
、
仮
軸
を
つ
け
、
写
経

で
き
る
状
態
に
加
工
す
る
。
次
に
「
経
師
」
が
経
文
を
写
す
。
そ
れ
を

「
校
生
」
が
校
正
（
二
校
ま
で
行
う
）
し
、
再
び
「
装
潢
」
が
受
け

取
っ
て
表
紙
・
軸
を
つ
け
て
経
巻
に
仕
立
て
る
。
最
後
に
「
題
師
（
経

師
の
う
ち
能
筆
の
者
）」
が
外
題
を
書
き
込
ん
で
完
成
す
る
。
以
上
の

写
経
の
作
業
を
実
際
に
行
う
者
を
「
写
経
生
」
と
総
称
す
る
。

（
3
）　

待
遇
改
善
要
求
の
草
稿
は
、
正
倉
院
文
書
の
中
で
も
夙
に
有
名
で
、

様
々
な
と
こ
ろ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
新
村
拓
氏
「
古
代
医
療
の

社
会
史
」（『
日
本
医
療
社
会
史
の
研
究
』
所
収
、
法
政
大
学
出
版
局
、

一
九
八
五
年
、
一
六
六
～
一
七
〇
頁
）。
丸
山
裕
美
子
氏
「
天
平
宝
字

二
年
の
詔
と
酒
と
「
薬
」」（『
日
本
古
代
の
医
療
制
度
』
所
収
、
名
著

刊
行
会
、
一
九
九
八
年
、
初
出
一
九
八
四
年
、
一
三
五
頁
）。
同
『
正

倉
院
文
書
の
世
界
―
よ
み
が
え
る
天
平
の
時
代
―
』（
中
央
公
論
新
社
、

二
〇
一
〇
年
、
二
一
八
～
二
二
一
頁
）。
栄
原
永
遠
男
氏
「
正
倉
院
文

書
の
世
界
」（『
古
代
日
本　

文
字
の
あ
る
風
景
―
金
印
か
ら
正
倉
院
文

書
ま
で
―
』
所
収
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
編
、
二
〇
〇
二
年
、
一
七

五
頁
）。
仁
藤
敦
史
「
正
倉
院
文
書
の
世
界
」（『
古
代
東
ア
ジ
ア
と
文

字
文
化
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
・
小
倉
慈
司
氏
編
、
同
成
社
、
二
〇

一
六
年
、
一
四
八
～
一
四
九
頁
）。

（
4
）　

資
料
名
は
、『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』
の
名
称
に
従
い
、「　

」

を
付
す
。
続
々
修
四
六
ノ
八
11
は
、
続
々
修
六
帙
第
八
巻
の
第
一
一
紙

で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
二
四
ノ
一
一
六
～
一
一
七
は
、『
大
日
本
古
文

書
（
編
年
）』
第
二
四
巻
の
一
一
六
～
一
一
七
頁
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。

請
暇
解
の
名
称
は
、「
年
月
日
＋
氏
名
＋
請
暇
解
」
と
す
る
。

（
5
）　

假
寧
令
に
は
「
凡
在
京
諸
司
、
毎
二

六
日
一、
並
給
二

休
假
一
日
一。」
と

あ
り
、
こ
れ
を
六
假
と
い
う
。
六
日
毎
に
一
日
の
休
假
と
い
う
こ
と
で
、

月
に
五
日
の
休
假
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
假
寧
令
は
、
さ
ら
に

続
け
て
「
中
務
・
宮
内
・
供
奉
諸
司
及
五
衛
府
、
別
給
二

假
五
日
一

」
と

あ
り
、
中
務
・
宮
内
・
供
奉
諸
司
及
五
衛
府
の
よ
う
な
繁
忙
な
部
署
で

は
、
ま
と
め
て
五
日
の
休
假
を
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
假
寧
令
の
規

定
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
み
て
も
、
毎
月
五
日
間
の
休
假
を
ま
と
め
て
要

望
す
る
こ
と
は
、
妥
当
な
要
求
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

（
6
）　

経
師
は
、
誤
字
・
脱
字
・
脱
行
を
し
た
場
合
、
自
分
で
気
づ
い
て
訂

正
す
れ
ば
問
題
は
な
い
の
だ
が
、
校
正
時
に
校
生
に
見
つ
け
ら
れ
る
と

罰
金
が
科
さ
れ
、
出
来
高
払
い
の
布
施
（
報
酬
）
か
ら
差
し
引
か
れ
た

（「
写
経
布
施
校
生
勘
出
装
潢
作
物
法
例
」
三
ノ
四
八
七
～
四
八
九
）。

経
師
の
一
日
の
平
均
的
な
布
施
は
、
銭
な
ら
三
五
文
（
一
枚
五
文
×
七

枚
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
誤
字
・
脱
字
・
脱
行
の
罰
金
は
、
脱

行
で
二
〇
文
、
脱
字
五
字
で
五
文
、
誤
字
二
〇
字
で
五
文
で
あ
る
。
厳

し
い
罰
金
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
条
件
の
な
か
で
、
経
師
は
緊
張
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（
7
）　

請
暇
解
の
う
ち
『
寧
楽
遺
文
』
中
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
は
、

577
上
の
よ
う
に
そ
の
所
在
を
示
す
。

（
8
）　

写
経
事
業
に
必
要
な
用
度
を
申
請
す
る
文
書
（
見
積
書
・
請
求
書
の

役
割
を
担
う
）
に
、
写
経
生
等
の
一
日
の
標
準
の
仕
事
量
が
記
載
さ
れ

て
い
る
。
例
え
ば
、「
造
東
寺
司
解
」（
続
々
修
一
〇
ノ
二
六
４
～
９
、

一
三
ノ
五
〇
～
五
七
）
で
は
、

　
　
　
　

（
前
略
）
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経
師
参
拾
柒
人
題
師
壹
人
装
潢
参
人
校
生
肆
人
雑
使
貳
人

　
　
　
　

惣
単
貳
仟
柒
伯
捌
拾
参
人

　
　
　
　
　

一
千
八
百
八
十
五
人
経
師
人
別
写
七
張

　
　
　
　
　

七
人
題
師
人
別
題
経
一
百
巻

　
　
　
　
　

二
百
七
十
一
人
装
潢
人
別
造
紙
五
十
張

　
　
　
　
　

四
百
卅
人
校
生
人
別
校
紙
六
十
張�

（
一
三
ノ
五
五
）

　
　
　
　
　

（
後
略
）

　
　

と
あ
り
、
経
師
の
一
日
の
写
紙
数
の
標
準
は
七
張
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
て
い
る
「
待
遇
改
善
要
求
」
の
草
稿
で
は
「
人

別
写
八
枚
」
で
計
算
し
て
い
る
。
な
お
、「
造
東
寺
司
解
」
の
詳
し
い

解
説
は
、
栄
原
永
遠
男
氏
『
正
倉
院
文
書
入
門
』（
前
掲
注
１
）
の
九

七
～
一
二
九
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
9
）　

許
可
を
す
る
立
場
の
写
経
所
が
休
假
日
数
を
訂
正
し
て
い
る
請
暇
解

は
次
の
一
三
例
で
、
す
べ
て
日
数
が
減
ら
さ
れ
て
い
る
。
次
に
示
す
通

り
で
あ
る
。

　
　

宝
亀
二
年
二
月
二
〇
日
坂
本
東
人
請
暇
解
（
一
七
ノ
六
〇
二
）

　
　

一
〇
日
→
五
日

　
　

宝
亀
二
年
三
月
三
〇
日
忍
海
比
乎
麻
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
九
三
）

　
　

四
日
→
三
日

　
　

宝
亀
二
年
三
月
三
〇
日
高
大
麻
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
九
二
）

　
　

五
日
→
四
日
『
大
日
本
古
文
書
』
は
訂
正
部
分
未
収

　
　

宝
亀
二
年
閏
三
月
四
日
足
奈
公
万
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
九
〇
）

　
　

五
日
→
四
日

　
　

宝
亀
二
年
閏
三
月
五
日
中
臣
丸
公
成
請
暇
解（
一
七
ノ
五
八
九
～
五
九
〇
）

四
日
→
三
日

　
　

宝
亀
二
年
閏
三
月
六
日
物
部
白
麻
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
八
九
）

　
　

五
日
→
四
日

　
　

宝
亀
二
年
閏
三
月
一
三
日
秦
忍
立
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
八
五
～
五
八
六
）

四
日
→
三
日

　
　

宝
亀
二
年
閏
三
月
一
八
日
高
大
麻
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
七
九
）

　
　

一
〇
日
→
七
日

　
　

宝
亀
二
年
閏
三
月
二
〇
日
香
山
久
須
麻
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
七
九
）

四
日
→
三
日

　
　

宝
亀
二
年
四
月
六
日
足
奈
公
万
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
七
四
）

　
　

七
日
→
五
日

　
　

宝
亀
二
年
六
月
二
日
丸
公
成
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
八
三
）

　
　

五
日
→
四
日

　
　

宝
亀
三
年
八
月
二
一
日
敢
国
足
請
暇
解
（
二
〇
ノ
五
五
）

　
　

五
日
→
三
日

　
　

宝
亀
三
年
八
月
二
七
日
他
田
建
足
請
暇
解
（
二
〇
ノ
五
三
～
五
四
）

　
　

五
日
→
三
日

（
10
）　

「
集
成
」
は
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』（
八
木
書
店
）
を
示
す
。

（
11
）　
「
合
五
箇
日
」
の
書
き
入
れ
に
つ
い
て
、『
大
日
本
古
文
書
（
編
年
）』

は
「
奉
栄
筆
ヵ
」
と
す
る
。
こ
れ
に
従
い
た
い
。

（
12
）　

丸
部
豊
成
は
、「
七
月
四
日
」
と
書
い
て
い
る
が
、
貼
り
継
が
れ
て

い
る
請
暇
解
の
左
右
の
状
況
か
ら
、
八
月
の
単
純
な
書
き
間
違
い
で
あ

る
。

（
13
）　

事
書
に
理
由
を
書
い
て
い
る
不
参
解
二
通
と
請
暇
解
一
通
は
以
下
の

通
り
で
あ
る
。
本
文
で
事
書
に
記
し
た
病
の
内
容
を
詳
し
く
書
き
記
し

て
い
る
。

　
　

・�
天
平
二
〇
年
一
一
月
二
〇
日
久
米
熊
鷹
不
参
解
（
続
々
修
六
ノ
一
裏

７
、
一
〇
ノ
四
四
二
）

　
　
　

久
米
熊
鷹
謹
解　

申
依
レ

病
不
二

参
向
一

事

　
　
　

�

右
、
以
二

十
月
廿
五
日
一

得
二

腹
病
一、
須
臾
間
無
二

休
息
時
一。
仍
レ

是
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不
レ

得
二

参
向
一。
今
病
状
録
、
以
謹
申
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
平
廿
年
十
一
月
廿
日

　
　

・�
宝
亀
元
年
一
〇
月
一
〇
日
坂
合
部
濱
足
不
参
解
（
続
修
二
〇
12
、
六

ノ
一
〇
八
）

　
　
　

坂
合
部
濱
足
解　

申
請
三

依
レ

病
不
二

参
向
一

状
事

　
　
　

右
、
比
日
之
間
、
冷
病
強
起
、
身軆腫
疼
不
レ

便
二

立
坐
一、
辛
苦
。

侍
依
レ

此
過
二

請
暇
五
箇
日
一、
不
レ

得
二

参
向
一。
仍
注
二

日
遅
怠
状
一、
謹
以
解
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
元
年
十
月
十
日

　
　

・�

宝
亀
二
年
閏
三
月
一
三
日
秦
忍
立
請
暇
解
（
続
々
修
三
九
ノ
二
裏
69
、

一
七
ノ
五
八
五
）

　
　
　

秦
忍
立
解　

申
請
依
レ

病
暇
事

　
　
　

合
四三

箇
日　

　
　
　
　

右
、
為
二

胸
病
作
治
一、
暇
請
如
レ

件
。
仍
具
注
レ

状
、
以
解
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
潤
三
月
十
三
日

（
14
）　

「
私
齋
食
」
を
理
由
に
し
た
請
暇
解
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　

天
平
宝
字
四
年
一
〇
月
二
二
日
高
橋
息
嶋
請
暇
解
（
四
ノ
四
四
五
）

　
　

三
日
請
求

　
　

天
平
宝
字
四
年
一
二
月
一
三
日
巨
勢
村
国
請
暇
解
（
四
ノ
四
五
八
）

　
　

三
日
請
求

　
　

天
平
宝
字
五
年
正
月
一
九
日
韓
国
毛
人
請
暇
解
（
四
ノ
四
八
七
）

　
　

五
日
請
求

　
　

（
天
平
宝
字
五
年
）
正
月
二
〇
日
小
治
田
弟
成
請
暇
解
（
一
五
ノ
九
〇
）

三
日
請
求

　
　

天
平
宝
字
五
年
正
月
二
一
日
韓
国
千
村
請
暇
解
（
一
五
ノ
九
一
）

　
　

三
日
請
求

　
　

天
平
宝
字
五
年
二
月
二
三
日
三
嶋
百
兄
請
暇
解
（
四
ノ
四
九
四
）

　
　

五
日
請
求

　
　

神
護
景
雲
四
年
七
月
一
四
日
長
江
田
越
麻
呂
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
七
〇
）

三
日
請
求

　
　

宝
亀
二
年
二
月
二
日
音
太
部
野
上
請
暇
解
（
一
七
ノ
六
〇
四
）

　
　

七
日
請
求

　
　

宝
亀
二
年
二
月
一
〇
日
丸
部
大
人
請
暇
解
（
一
七
ノ
六
〇
三
）

　
　

一
四
日
請
求

　
　

宝
亀
二
年
三
月
一
〇
日
土
師
守
山
請
暇
解
（
一
七
ノ
五
九
五
）

　
　

四
日
請
求

（
15
）　

請
暇
解
と
不
参
解
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
、
次
の
石
川
宮
衣
の
請
暇

解
（
続
々
修
三
九
ノ
三
裏
３　

２
、
一
八
ノ
四
七
一
）
と
不
参
解

（
続
々
修
三
九
ノ
三
裏
10
、
一
八
ノ
四
六
八
）
に
よ
っ
て
わ
か
る
。

　
　

・
石
川
宮
衣
解　

申
請
二

暇
日
一

事

　
　
　

合
五
箇
日

　
　
　
　

右
、
依
二

帙
上
畢
一

、
請
二

暇
日
一

如
レ

件
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
宝
亀
二
年
）
四
月
十
五
日

　
　
　

「
法

（
異
筆
）

師
奉
栄
」

　
　

・
石
川
宮
衣
謹
解　

申
期
日
不
二

参
向
一

事

　
　
　
　

�

右
、
以
二

今
月
十
七
日
一

、
起
二

腹
病
一

歩
行
不
レ

得
。
依
レ

此
薬
服
者
、

漸
愈
侍
。
一
二
日
間
息
、
参
向
仕
奉
。
仍
状
具
、
謹
解
。

　
　
　
　
　
　
　
　

宝
亀
二
年
四
月
廿
一
日

　
　

宝
亀
二
年
四
月
一
五
日
に
帙
了
で
五
日
の
休
暇
を
取
っ
て
二
〇
日
ま
で

休
暇
で
あ
っ
た
が
、
一
七
日
に
腹
の
病
に
な
っ
た
の
で
、
一
・
二
日
休

養
す
る
の
で
欠
勤
す
る
と
い
う
こ
と
を
、
休
暇
の
期
日
の
二
一
日
に
提

出
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
休
暇
中
に
病
に
な
り
、
期
日
に
遅
れ
て

欠
勤
す
る
と
き
に
は
、
こ
の
よ
う
に
不
参
解
を
出
す
の
で
あ
る
。

（
16
）　

写
経
所
で
写
経
に
携
わ
る
写
経
生
や
案
主
や
雑
使
に
は
衣
服
が
支
給

さ
れ
、
そ
れ
を
浄
衣
と
称
し
た
。
支
給
状
況
は
「
奉
写
一
切
経
所
浄
衣
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用
帳
（
神
護
景
雲
四
年
）」（
六
ノ
六
～
二
〇
）
等
で
確
認
で
き
る
。
浄

衣
一
具
の
内
容
は
、
袍
・
袴
・
汗
衫
・
褌
・
襖
子
・
襪
・
湯
帳
・
被
・

沓
・
前
裳
・
冠
な
ど
で
あ
る
。「
支
給
さ
れ
た
浄
衣
の
維
持
管
理
は
基

本
的
に
教
師
本
人
た
ち
の
責
任
で
あ
っ
た
」（
渡
部
陽
子
「
正
倉
院
文

書
に
み
え
る
浄
衣
」『
正
倉
院
文
書
の
歴
史
学
・
国
語
学
的
研
究
』
所

収
、
和
泉
書
院
、
二
〇
一
六
年
）
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
休

暇
で
自
宅
に
帰
る
度
に
浄
衣
を
持
ち
帰
ら
せ
、
洗
濯
を
し
て
清
潔
さ
を

保
持
さ
せ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
実
際
に
洗
濯
を
理
由
に
休
暇
を
許
可
し

て
い
る
請
暇
解
が
一
二
通
あ
る
。

（
17
）　

渡
部
陽
子
（
注
16
）
前
掲
論
文
。

付
記　

本
稿
は
、
二
〇
一
九
年
度
佛
教
大
学
国
語
国
文
学
会
（
二
〇
一
九
年

一
一
月
三
〇
日
於
佛
教
大
学
）
に
お
け
る
講
演
「
正
倉
院
文
書
の
休
暇

願
に
み
る
実
務
官
人
の
言
語
生
活
」
に
基
づ
き
成
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
は
学
術
振
興
会
科
学
研
究
費
基
盤
研
究
（
B
）
課
題
番
号

一
九
H
一
二
三
〇
（
代
表
：
西
一
夫
）
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部

で
あ
る
。

　
　
　

本
稿
の
正
倉
院
文
書
の
写
真
は
、『
正
倉
院
古
文
書
影
印
集
成
』（
八

木
書
店
）
お
よ
び
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
焼
付
写
真
か
ら
の
転
載
で
あ
る

（
宮
内
庁
正
倉
院
事
務
所
に
届
出
済
）。


